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関
東
三
大
裸
祭
り
の
一
つ
「
大
宮
祗
園
祭
」。
商
工
会
・

大
宮
商
店
会
が
主
催
す
る
「
大
宮
商
店
会
夏
祭
り
」。
例

年
こ
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
を
同
日
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
市
制
施
行
二
十
周
年
を
迎
え
、
常
陸
大
宮
駅
周
辺

の
活
性
化
を
目
的
に
市
と
も
連
携
し
「
ひ
た
ち
大
宮
夏
ま

つ
り
」
と
し
て
七
月
に
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

駅
前
通
り
に
は
グ
ル
メ
&
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
と
題
し
て
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
40
店
が
出
店
。
ま
た
、
第
２
会
場
で

は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
ゲ
ー
ム

な
ど
で
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
北
関
東
最
大
級
５
０
０
機
の

ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
、
色
と
り
ど
り
の
光
と
音
楽
で
二
万
人

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

�

（
写
真
提
供
：
大
宮
地
区
会
）

ド
ロ
ー
ン
5
0
0
機
が

常
陸
大
宮
の
夜
空
を
彩
る
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こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
に
よ

り
、
関
東
信
越
派
遣
主
任
国
税
庁
監

察
官
か
ら
太
田
税
務
署
長
に
参
り
ま

し
た
小
暮
で
ご
ざ
い
ま
す
。

出
身
は
群
馬
県
で
す
が
、
太
田
税

務
署
の
勤
務
は
10
年
前
に
一
度
経
験

し
て
お
り
、
今
回
が
２
回
目
と
な
り
ま

す
。
縁
あ
っ
て
、
再
び
当
地
で
勤
務
で

き
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
前
任
の
紺
野
と
同
様
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
祝
会
長
を
は
じ
め
一
般
社
団
法

人
太
田
法
人
会
会
員
の
皆
様
並
び
に

事
務
局
職
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
、
租
税
に
対
す
る
深
い
ご
理
解

の
下
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
る
様
々

な
お
力
添
え
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

太
田
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

た
る
経
営
者
の
団
体
」
と
し
て
、
多

様
な
研
修
会
・
講
演
会
の
積
極
的
な

開
催
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
、

及
び
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

を
活
用
し
た
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
向
上
へ
の
取
組
な
ど
を

通
じ
、
会
員
の
積
極
的
な
自
己
啓
発

を
支
援
し
、
納
税
意
識
の
向
上
と
企

業
の
健
全
な
発
展
を
力
強
く
支
援
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
発
展
に
も
大

き
く
寄
与
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
の
方
々
を
中
心
に

講
師
を
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
租

税
教
室
」
や
、
女
性
部
の
方
々
が
主

体
と
な
り
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
、
毎
年
意
欲
的
に

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
児
童
生
徒
に
税
の
重

要
性
を
正
し
く
理
解
し
、
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
各
種
租
税
教
育

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
こ
こ
に
深
く
敬
意
を
表
す
次
第

で
す
。

さ
て
、
私
ど
も
国
税
庁
の
組
織
は
、

税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
更
に
進
め
て

い
く
た
め
、
①
納
税
者
の
利
便
性
の

向
上
、
②
課
税
・
徴
収
事
務
の
効
率

化
・
高
度
化
等
、
③
事
業
者
の
デ
ジ

タ
ル
化
促
進
の
３
つ
を
柱
と
し
た
施

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
方
を
含
む

す
べ
て
の
方
々
に
対
し
て
、
効
率
的

で
使
い
勝
手
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
税
務
手

続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
実
現
で
き

る
社
会
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

法
人
関
係
で
は
申
告
書
の
み
な
ら

ず
財
務
諸
表
や
勘
定
科
目
内
訳
明
細

書
等
の
添
付
書
類
を
デ
ー
タ
送
信
す

る
「
Ａ
Ｌ
Ｌ　

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
」
で
の

電
子
申
告
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
効

率
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
及
び
コ
ス

ト
削
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
積
極
的

に
周
知
す
る
と
と
も
に
利
用
勧
奨
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
た
、
納
税
や
納
税
証
明
書
の
手

続
き
に
つ
き
ま
し
て
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
や
、
納
税
証
明
書
の
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
を
併
せ
て
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

税
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
、
国
民
の
理
解
と
信
頼

を
得
て
適
正
・
公
正
な
税
務
行
政
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
ど
も

の
取
組
み
に
加
え
、
税
務
行
政
の
良

き
理
解
者
と
し
て
、
従
来
か
ら
良
好

な
連
携
・
協
調
関
係
に
あ
る
法
人
会

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

今
後
と
も
、
法
人
会
の
皆
様
と
積

極
的
に
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

円
滑
な
税
務
行
政
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
太
田
法
人
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

並
び
に
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
挨
拶

太
田
税
務
署
長

小
暮
　
政
雄

署　
　

長	
	

小　

暮　

政　

雄	
	

（
前
任
地
）
関
東
信
越
派
遣
主
任
国
税
庁
監
察
官

副
署
長	

	

小　

林　

一　

之	
	

（
前
任
地
）
浦
和
税
務
署　

副
署
長

総
務
課
長	

	

赤　

津　

佳　

洋	
	

（
前
任
地
）
日
立
税
務
署　

総
務
課
長

管
理
運
営
第
一
部
門	

統
括
官	

越　

川　

信　

一	
	

（
前
任
地
）
水
戸
税
務
署　

管
理
運
営
第
三
部
門　

統
括
官

管
理
運
営
第
二
部
門	

統
括
官	

掛　

川　

重　

人
（
留
任
）

徴
収
部
門	

統
括
官	

元　

村　
　
　

剛
（
留
任
）

個
人
課
税
第
一
部
門	

統
括
官	

佐
々
木　

浩　

志	
	

（
前
任
地
）
高
田
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門　

統
括
官

個
人
課
税
第
二
部
門	

統
括
官	

井　

波　

克　

行	
	

（
前
任
地
）
潮
来
税
務
署　

個
人
課
税
第
二
部
門　

統
括
官

個
人
課
税
第
三
部
門	

統
括
官	

杉　

山　

健　

人
（
留
任
）

資
産
課
税
部
門	

統
括
官	

竹　

野　

正　

之	
	

（
前
任
地
）
大
宮
税
務
署　

	

国
際
税
務
専
門
官
（
資
産
担
当
）	

専
門
官

法
人
課
税
第
一
部
門	

統
括
官	

鶴　

間　
　
　

收	
	

（
前
任
地
）
土
浦
税
務
署　

法
人
課
税
第
三
部
門　

統
括
官

法
人
課
税
第
二
部
門	

統
括
官	

井　

上　

宗　

士	
	

（
前
任
地
）
水
戸
税
務
署　

	

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
担
当
）　

上
席
調
査
官

法
人
課
税
第
一
部
門
（
法
人
会
担
当
）	

	
	

	

安　

田　

圭　

亮	
	

（
前
任
地
）
日
立
税
務
署　

	

法
人
課
税
第
一
部
門	

総
括
上
席
調
査
官

太
田
税
務
署
幹
部

（
七
月
十
日
付
　
定
期
異
動
）
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第
十
二
回
定
時
総
会
が
本
年
六
月

十
三
日
午
後
二
時
か
ら
常
陸
太
田
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
常
陸

太
田
市
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
贈
呈
式
の
後
、
高
野
副
会

長
（
那
珂
地
区
会
長
）
が
開
会
を
宣

言
し
、
小
祝
会
長
は
「
今
年
度
は
、

太
田
法
人
会
が
任
意
組
織
と
し
て
創

立
し
て
か
ら
六
十
周
年
、
社
団
化
し

て
四
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、

法
人
会
と
し
て
新
た
な
飛
躍
の
年
と

な
る
よ
う
、
会
員
一
同
結
束
し
て
こ

の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
行
き
ま
し
ょ

う
」
と
力
強
い
挨
拶
を
述
べ
た
後
、

ご
来
賓
を
紹
介
し
、
会
長
が
議
長
と

な
り
、
審
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
ご
来
賓
に
は
紺
野
一
浩
前

太
田
税
務
署
長
、
松
本
満
茨
城
県
税

事
務
所
長
、
宮
田
達
夫
常
陸
太
田
市

長
を
は
じ
め
、
各
関
係
団
体
の
皆
様

を
お
迎
え
し
、
出
席
者
は
、
委
任
状

出
席
と
合
わ
せ
て
一
、〇
四
〇
名
で
、

会
員
数
の
過
半
数
と
な
り
、
有
効
に

成
立
い
た
し
ま
し
た
。

議
案
は
次
の
通
り
で
す
。※
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

〔
審
議
事
項
〕

第
一
号
議
案

令
和
五
年
度
事
業
報
告
承
認
に
関

す
る
件

第
二
号
議
案

令
和
五
年
度
収
支
決
算
報
告
承
認

に
関
す
る
件

第
三
号
議
案

運
用
資
金
借
入
限
度
額
承
認
に
関

す
る
件

〔
報
告
事
項
〕

第
四
号
議
案

令
和
六
年
度
事
業
計
画
に
関
す
る
件

第
五
号
議
案

令
和
六
年
度
収
支
予
算
に
関
す
る
件

以
上
全
議
案
原
案
通
り
可
決
成
立

し
、
ご
来
賓
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
後
、
小
野
副
会
長
（
東
海
地
区
会

長
）
が
閉
会
を
宣
し
終
了
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
の
先
立
ち
開
催
し
た

役
員
功
労
者
等
表
彰
式
の
表
彰
者
は

次
の
方
々
で
す
。

◎
表
彰
状
贈
呈
者
名
（
敬
称
略
）

（
公
財
）
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰

　

単
位
会
役
員
功
労
者

　
　
（
株
）
成
井
工
業

	

成
井
小
太
郎
（
本
会
副
会
長
）

（
一
社
）
茨
城
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰

　

単
位
会
役
員
功
労
者

　
　
（
株
）
若
葉
工
務
店

	

大
久
保
良
弘
（
本
会
常
任
理
事
）

　
　
（
株
）
清
水
石
材
工
業

	

清
水　

正
建
（
本
会
理
事
）

（
一
社
）
太
田
法
人
会
長
表
彰	

　

大
型
保
障
制
度
推
進
優
秀
賞

　
　

大
同
生
命
保
険
（
株
）
水
戸
支
社	

	

佐
藤　

茂
子
（
推
進
員
）

【
記
念
講
演
会
】

演
題	

「
税
務
署
長
の
《
最
後
の
》
ひ
と

り
ご
と
」　

～
企
業
経
営
を
取
り

巻
く
課
題
に
つ
い
て
～

講
師　

前
太
田
税
務
署
長

	

紺
野　

一
浩
氏

総
会
終
了
後
、
太
田
税
務
署
長
の
記

念
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
紺
野
前
署
長
の
経
験
か
ら

得
た
企
業
経
営
を
取
り
巻
く
様
々
な

課
題
を
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、
丁
寧

な
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第十二回（通期第四十回）定時総会開催
太田法人会創立六十周年を迎え、新たな飛躍を目指す!

県法連会長表彰の清水理事

全法連会長表彰の成井副会長

県法連会長表彰の大久保常任理事

審議の前にあいさつする小祝会長

講演する紺野一浩前太田税務署長
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主
な
事
業
活
動

一　

税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
改
善
を
図

る
た
め
の
事
業

⑴
税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す
る
事
業

ア　

決
算
期
別
説
明
会

イ　

改
正
税
法
説
明
会

ウ　

新
設
法
人
説
明
会

エ　

年
末
調
整
説
明
会

オ　

青
年
・
女
性
部
経
営
者
税
務
研
修
会

⑵
税
の
相
談
環
境
を
整
備
す
る
事
業

ア　

税
に
関
す
る
相
談
会

⑶
納
税
意
識
の
高
揚
、
税
知
識
の
普
及
及

び
税
の
学
習
環
境
を
整
備
す
る
事
業

ア　

租
税
教
室
の
実
施

イ　

第
14
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル

ウ　

一
般
市
民
へ
租
税
教
育
冊
子
の
配

布

エ　

機
関
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
る
税
の
広
報
事
業

⑷
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研
究
並

び
に
提
言
に
関
す
る
事
業

ア　

税
制
改
正
の
提
言
及
び
提
言
書
の

関
係
機
関
へ
の
提
出

イ　

税
制
改
正
の
提
言
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
事
業

ウ　

全
国
青
年
の
集
い
へ
の
参
加

エ　

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加

⑸
税
施
策
等
の
普
及
推
進
を
目
的
と
す
る

事
業

ア　

添
付
書
類
も
含
め
たe

－T
ax

（
国

税
電
子
申
告
）
の
普
及
推
進

イ　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡

大
に
向
け
た
取
組
の
推
進

ウ　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
普
及
推
進
と

事
業
者
の
登
録
申
請
に
係
る
支
援

エ　

電
子
帳
簿
保
存
法
に
関
す
る
周
知

等
の
協
力

オ　

消
費
税
の
期
限
内
納
付
の
推
進:

納

税
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
封

筒
へ
「
消
費
税
期
限
内
納
付
」
の

印
刷

カ　

事
業
承
継
税
制
の
啓
蒙
及
び
円
滑

な
事
業
承
継
の
推
進

二　

地
域
の
経
済
・
社
会
環
境
の
整
備
改

善
等
を
図
る
た
め
の
事
業

⑴
地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
に
資
す
る

事
業

ア　

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

イ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

⑵
地
域
の
福
祉
問
題
、
環
境
問
題
な
ど
の

改
善
に
資
す
る
た
め
の
事
業

ア　

献
血
啓
蒙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

三　

会
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
に
関
す
る

事
業
『
法
人
会
福
利
厚
生
制
度
加
入
企

業
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

⑴
全
法
連
の
福
利
厚
生
事
業
の
推
進

⑵
県
法
連
の
福
利
厚
生
制
度
の
推
進

ア　

貸
倒
保
障
制
度
（
取
引
信
用
保

険
）
の
普
及
推
進

四　

会
組
織
の
充
実
、
会
員
の
た
め
の
親

睦
及
び
交
流
に
関
す
る
事
業

⑴
会
員
の
親
睦
及
び
交
流
等
に
関
す
る
事
業

ア　

会
員
、
役
員
及
び
部
会
員
懇
談
会

等

イ　

部
会
視
察
研
修
会

ウ　

親
睦
事
業

⑵
組
織
拡
充
に
関
す
る
事
業

ア　

会
員
増
強
運
動

⑶
そ
の
他

ア　

功
労
者
表
彰

令
和
六
年
度
　
事
業
計
画
書

令和６年度　収支予算書
令和６年４月１日から令和７年３月 31 日まで	 （単位 : 円）

科 　 　 目 予 算 額

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用益 500

特定資産運用益 700

受取会費 13,769,000

事業収益 881,000

受取補助金等 10,520,476

　雑収益 300,500

経常収益計 25,472,176

（2）経常費用

事業費 17,269,572

管理費 8,176,418

経常費用計 25,445,990

　評価損益等調整前当期経常増減額 26,186

　評価損益等計

　当期経常増減額 26,186

2.経常外増減の部

（1）経常外収益

　経常外収益計 0

（2）経常外費用

　経常外費用計

　当期経常外増減額 0

　当期一般正味財産増減額 26,186

　一般正味財産期首残高 25,352,645

　一般正味財産期末残高 25,378,831

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 25,378,831

令和５年度　貸借対照表
令和６年３月 31 日現在	 （単位 : 円）

科 　 　 目 当 年 度 前 年 度 増 　 減
Ⅰ　資産の部
1.流動資産

現金預金 16,620,113 16,432,470 187,643
流動資産合計 16,620,113 16,432,470 187,643

2.固定資産
（1）基本財産

　定期預金 5,000,000 5,000,000 0
基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

（2）特定資産
　支部活動充実引当資産 2,881,308 2,881,291 17
　退職給付引当資産 3,459,369 3,459,309 60
　周年行事引当資産 900,594 900,594 0
特定資産合計 7,241,271 7,241,194 77

（3）その他固定資産
　什器備品 31,533 65,908 △34,375
　電話加入権 136,200 136,200 0
その他固定資産合計 167,733 202,108 △34,375
固定資産合計 12,409,004 12,443,302 △34,298
資産合計 29,029,117 28,875,772 153,345

Ⅱ　負債の部
1.流動負債

　預り金 217,103 124,459 92,644
流動負債合計 217,103 124,459 92,644

2.固定負債
　退職給付引当金 3,459,369 3,459,309 60
固定負債合計 3,459,369 3,459,309 60
負債合計 3,676,472 3,583,768 92,704

Ⅲ　正味財産の部
1.指定正味財産

指定正味財産合計 0 0 0
2.一般正味財産
（1）代替基金 0 0 0
（2）その他一般正味財産 25,352,645 25,292,004 60,641

一般正味財産合計 25,352,645 25,292,004 60,641
（うち特定資産への充当額） (3,781,902) (3,781885) (17)
正味財産合計 25,352,645 25,292,004 60,641
負債及び正味財産合計 29,029,117 28,875,772 153,345



（5） （第79号）法　人　お　お　た

令和５年度　正味財産増減計算書
	 令和５年４月１日から令和６年３月 31 日まで	 （単位 : 円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用益 99 130 △31

　基本財産受取利息 99 130 △31

特定資産運用益 86 86 0

　特定資産受取利息 86 86 0

受取会費 13,794,500 14,082,800 △288,300

　正会員受取会費 13,379,500 13,620,550 △241,050

　賛助会員受取会費 70,000 68,250 1,750

　部会受取会費 345,000 394,000 △49,000

事業収益 2,106,392 1,795,739 310,653

　広報事業収益 120,000 120,000 0

　福利厚生事業収益 401,512 390,019 11,493

　事務受託料収益 60,000 60,000 0

　会員親睦事業収益 1,524,880 1,225,720 299,160

受取補助金等 12,399,735 10,819,025 1,580,710

　受取全法連助成金 12,399,735 10,819,025 1,580,710

雑収益 349,207 344,290 4,917

　受取利息 198 210 △12

　雑収入 349,009 344,080 4,929

経常収益計 28,650,019 27,042,070 1,607,949

（2）経常費用

事業費 19,363,361 17,887,203 1,476,158

　給与手当 7,080,644 6,744,780 335,864

　退職給付費用 238,603 238,603 0

　福利厚生費 1,081,557 1,086,592 △5,035

　旅費交通費 996,105 1,139,103 △142,998

　通信運搬費 1,157,050 1,125,745 31,305

　減価償却費 24,407 24,407 0

　消耗什器備品費 23,454 15,589 7,865

　消耗品費 1,052,292 990,210 62,082

　印刷製本費 1,081,349 757,738 323,611

　燃料費 18,355 19,443 △1,088

　賃借料 390,515 390,515 0

　会場費 243,006 313,801 △70,795

　保険料 41,237 40,641 596

　諸謝金 295,000 5,000 290,000

　租税公課 72,000 72,000 0

　会議費 1,037,116 857,679 179,437

　表彰費 1,320 100,320 △99,000

　事務委託費 1,661,400 1,696,900 △35,500

　委託費 971,993 706,999 264,994

　リース料 455,568 439,023 16,545

　支払負担金 1,352,644 1,021,736 330,908

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

　支払手数料 13,766 11,488 2,278

　雑費 73,980 88,891 △14,911

管理費 9,226,017 8,650,515 575,502

　給与手当 2,892,094 2,754,909 137,185

　退職給付費用 97,457 97,457 0

　福利厚生費 441,762 443,819 △2,057

　旅費交通費 367,133 288,226 78,907

　通信運搬費 670,434 724,302 △53,868

　減価償却費 9,968 9,968 0

　消耗什器備品費 9,579 6,367 3,212

　消耗品費 337,625 333,458 4,167

　印刷製本費 561,757 491,615 70,142

　燃料費 7,497 7,941 △444

　賃借料 159,505 159,505 0

　会場費 296,608 983,171 △686,563

　保険料 16,843 16,599 244

　租税公課 29 34 △5

　会議費 1,415,331 445,156 970,175

　事務委託費 678,600 693,100 △14,500

　委託費 31,570 31,570 0

　リース料 186,077 179,319 6,758

　支払負担金 435,196 417,664 17,532

　支払手数料 205,451 213,858 △8,407

　渉外慶弔費 180,000 156,812 23,188

　雑費 225,501 195,665 29,836

経常費用計 28,589,378 26,537,718 2,051,660

　評価損益等調整前当期経常増減額 60,641 504,352 △443,711

　評価損益等計 0 0 0

　当期経常増減額 60,641 504,352 △443,711

2.経常外増減の部 0

（1）経常外収益 0

　経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用 0

固定資産除却損 0 0 0

　什器備品除却損 0 0 0

経常外費用計 0 0 0

　当期経常外増減額 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 60,641 504,352 △443,711

　一般正味財産期首残高 25,292,004 24,787,652 504,352

　一般正味財産期末残高 25,352,645 25,292,004 60,641

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0

　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0 0

　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 25,352,645 25,292,004 60,641



（第79号） （6）法　人　お　お　た

第
三
十
六
回
　
青
年
部
会
通
常
総
会
開
催

第
三
十
七
回
　
女
性
部
会
通
常
総
会
終
了

通常総会であいさつする石川部会長

西野部会長が議長になり議事を進行

青木恵之社長の熱心な講演

笑いを交えながらの熱心な講義

地
域
社
会
貢
献
運
動
を 

積
極
的
に
展
開
！

　

本
年
六
月
四
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
通
常

総
会
を
常
陸
太
田
市
商
工
会
館
に
お
い
て
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
に
は
、
前
太
田
税
務
署
長
紺
野
一

浩
氏
・
全
副
署
長
勝
見
成
孝
氏
・
前
法
人
課

税
第
一
部
門
統
括
官
今
泉
典
孝
氏
・
前
総
括

上
席
調
査
官
小
林
智
寿
氏
及
び
大
同
生
命
㈱

水
戸
支
社
第
一
営
業
課
長
和
田
保
文
氏
を
お

迎
え
、
飯
田
副
部
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
西

野
眞
理
子
部
会
長
が
挨
拶
の
後
議
長
に
な
り

議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
原
案
通
り
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　

議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
号
、
第
二
号
議
案　

令
和
五
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
承
認
の
件

第
三
号
、
第
四
号
議
案　

令
和
六
年
度
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
承
認
の
件

　

以
上
原
案
通
り
可
決
し
、
ご
来
賓
の
挨
拶

の
後
橋
本
副
部
会
長
が
閉
会
を
宣
し
終
了
し

ま
し
た
。

記

念

講

演

テ
ー
マ
「
笑
い
は
一
番
の
健
康
法
」

講
　
師　

タ
レ
ン
ト　

林
家　

ま
る
子　

氏

　

い
ば
ら
き
大
使
、
日
光
観
光
大
使
、
防
災

士
な
ど
、
多
彩
な
顔
を
持
ち
、
色
々
な
情
報

番
組
で
レ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
る
な
ど
し
て
活

躍
し
て
い
る
タ
レ
ン
ト
の
林
家
ま
る
子
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、
社
会
福
祉
や
環
境
問
題

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
、
笑
い
を

交
え
て
わ
か
り
や
す
く
、
丁
寧
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
、
参
加
し
た
部
会
員
は
大
変
感
激

す
る
と
共
に
、
多
く
の
方
々
に
是
非
聴
講
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
講
演
会
で
し
た
。

財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
の 

更
な
る
推
進
を
目
指
す
！

本
年
六
月
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
常
陸
太

田
市
商
工
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
通
常
総

会
を
実
施
し
、
ご
来
賓
に
は
前
太
田
税
務
署

長
紺
野
一
浩
氏
・
前
副
署
長
勝
見
成
孝
氏
・

前
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官
今
泉
典
之

氏
・
前
総
括
上
席
調
査
官
小
林
智
寿
氏
・
及

び
大
同
生
命
（
株
）
水
戸
支
社
和
田
保
文
氏

を
お
迎
え
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

小
泉
副
部
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
石
川
部

会
長
の
挨
拶
の
後　

議
事
は
部
会
長
が
議
長

に
な
り
、
令
和
五
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
並
び
に
令
和
六
年
度
事
業
計
画
・
予
算
が

審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
卒
業
及
び
退
会
者
が
十
六
名

も
お
り
、
会
員
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
部
会
員
の
加
入
促
進
が
最
重
要

課
題
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
石
川
部
会
長

は
、「
全
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
の
推

進
目
標
で
あ
る
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康

経
営
の
更
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
抱
負
を
述
べ
、ご
来
賓
の
挨
拶
の
後
、

大
野
理
事
が
閉
会
を
宣
し
終
了
し
ま
し
た
。

記

念

講

演

総
会
終
了
後
、
有
限
会
社
日
青
工
業
代
表

取
締
役
の
青
木
恵
之
氏
を
講
師
に
、
記
念
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
町
工
場
の
二
代
目
が
蝶
ネ

ク
タ
イ
で
世
界
を
目
指
す
理
由
」
と
題
し
、

負
債
一
億
円
か
ら
会
社
を
立
ち
直
し
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
「
メ
タ
ル
バ
タ
フ

ラ
イ
」
を
開
発
し
て
、
世
界
を
相
手
に
積
極

的
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
姿
勢
に
、

参
加
し
た
部
会
員
は
、
大
い
に
感
銘
し
、
熱

心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。



（7） （第79号）法　人　お　お　た

６
月
５
日
（
水
）、
第
４
回
定
時
総
会

を
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
に
て
開
催

し
、
４
３
８
名
（
本
人
出
席
30
名
、
委
任

状
４
０
８
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会

の
議
案
審
議
で
は
、
全
議
案
と
も
全
会
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
、
令
和
６
年
度
も
会

員
企
業
の
た
め
に
な
る
事
業
を
積
極
的
に

実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
総
会
終
了

後
は
、
太
田
税
務
署
前
勝
見
副
署
長
に
よ

る
「
税
務
署
副
署
長
の
雑
談	

い
や
ど
う

も
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

	

（
ひ
た
ち
な
か
地
区
会
：
担
当　

萩
谷
）

税
務
セ
ミ
ナ
ー
開
催

太
田
地
区
会
で
は
、
５
月
27
日
（
月
）

に
「
定
額
減
税
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
は
税
理
士
法
人
プ
レ
ア
ス

の
岡
本
啓
司
氏
を
お
迎
え
し
、
定
額
減
税

の
概
要
や
事
務
手
続
き
上
の
注
意
点
等
に

つ
い
て
ご
講
義
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
積
極
的
に
質
問
が
発
せ

ら
れ
る
な
ど
、
熱
心
に
聴
講
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

当
会
と
し
て
も
「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
今
後
も
正
し
い
税
務
知
識
の
習
得
や

周
知
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

	

（
太
田
地
区
会
：
担
当　

中
嶋
）

令
和
６
年

５
月
22
日

（
水
）
午
後

３
時
30
分
か

ら
、
大
子
温

泉　

や
み
ぞ

ホ
テ
ル
に
て

第
12
回
（
通

期
40
回
）
定

時
総
会
を
開

催
致
し
ま
し

た
。
来
賓
に

は
大
子
町
長

高
梨
哲
彦

氏
、
茨
城
県

議
会
議
員
石

井
邦
一
氏
、
大
子
町
商
工
会
長
大
藤
博
文

氏
ほ
か
関
係
団
体
の
皆
様
を
迎
え
、
田
中

会
長
を
議
長
に
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
、
令
和
６
年
度

事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

議
決
の
件
、
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案

通
り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
の
視
察
研
修
会
の
計
画
に
つ
い

て
も
承
認
さ
れ
、
今
年
の
秋
に
開
催
予
定
。

総
会
終
了
後
に
、
来
賓
の
皆
様
を
交
え

て
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

	

（
大
子
地
区
会
：
担
当　

茅
根
）

東
海
地
区
会
で
は
、
去
る
令
和
６
年
６

月
25
日
（
火
）
午
後
11
時
よ
り
、
東
海
村

商
工
会
館
に
て
令
和
６
年
度
定
時
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

議
題
は
「
第
１
号
議
案
、
令
和
５
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い

て
」「
第
２
号
議
案
、
令
和
６
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
の
決
定
に
つ
い
て
」
が

審
議
さ
れ
、
両
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決
・

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
例
年
の
主
要
事
業
に
加

え
て
、
こ
こ
数
年
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
視
察
研
修
を
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
方
々
に
と
っ
て
魅
力
的

な
視
察
先
を
検
討
し
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

	

（
東
海
地
区
会
：
担
当　

佐
藤
）

ひ
た
ち
な
か
地
区
会

太

田

地

区

会

大

子

地

区

会

東

海

地

区

会

地
区
会
だ
よ
り

太田税務署勝見前副署長の記念講演会

岡本税理士による定額減税セミナー

定時総会で挨拶する田中大子地区会会長

総会で挨拶する小野東海地区会会長
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（第79号） （10）法　人　お　お　た

● 生命保険料控除証明書などの添
付書類は、e-Taxで入力・送信
すれば提出・提示が不要

● 自宅からe-Taxで提出された還
付申告は、3週間程度で還付

● 事業主の方が源泉徴収票のデー
タをe-Taxで提出すれば、従業
員の方の確定申告の際に給与情
報が自動で入力され、申告手続
が簡単に

● キャッシュレス納付で、金融機
関や税務署などの窓口に行かず
に、PCやスマートフォンで納付
すれば、現金や納付書が不要に

● 税務署の窓口に行かずにスマート
フォンで納税証明書の交付請求か
ら受取まで可能

● 納税証明書(PDF形式）は何度も使
用でき、書面で何枚でも印刷可能

● 手数料がお得
※ 1 税目1 年度1 枚あたり
e-Tax: 370円書面: 400 円



（11） （第79号）法　人　お　お　た
� 茨城県税務課（令和6年6月現在）

企業立地等のための県税の特別措置 （課税免除及び不均一課税）
根拠
条例 茨城県過疎地域等における県税の特別措置に関する条例（昭和34年茨城県条例第26号）

茨城県地方活力向上地域等における県税の
特別措置に関する条例（平成28年茨城県条
例第13号）

茨城県産業活動の活性化及び雇用機会の創
出のための県税の特別措置に関する条例
（平成15年条例第12号）

種
類

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別
措置法
（令和3年法律第19号）

原子力発電施設等立地地域の振興に関する
特別措置法
（平成12年法律第148号）に基づく不均一
課税

地域再生法（平成17年法律第24号）及び
上記条例に基づく課税免除及び不均一課税 上記条例に基づく課税免除

対
象
税
目

・事業税（法人・個人）
・不動産取得税
・県が課する固定資産税〔注〕
〔注〕�市町村が課する固定資産税の軽減措置
については、取得した固定資産の所在する
市町村へお問合せください。

・事業税（法人・個人）
・不動産取得税
・県が課する固定資産税〔注〕
〔注〕�同左

・事業税（法人・個人）�
・不動産取得税

・法人事業税〔注〕
・不動産取得税
〔注〕�法人事業税は、平成31年（2019年）3月
31日までに対象事業の用に供する土地の権利
を取得し、その取得後3年以内に当該土地に
おいて事務所等を新増設した場合に限り、適
用対象となる。

対
象
事
業

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別
措置法に基づく過疎地域内の産業振興促進
区域
　常陸太田市（旧水府村、旧里美村）、潮来
市（旧牛堀町）、常陸大宮市（旧御前山村、
旧山方町、旧美和村、旧緒川村）、稲敷市、
かすみがうら市（旧霞ヶ浦町）、桜川市、行
方市、城里町（旧桂村、旧七会村）、大子町、
河内町、利根町
＜卒業市町村地域＞
常陸太田市（旧金砂郷町）

原子力発電施設等立地地域の振興に関する
特別措置法に基づく原子力発電施設等立地
地域
＜10市町村の地域＞
　水戸市（旧内原町を除く）、日立市（旧十
王町を除く）、常陸太田市（旧水府村及び
旧里美村を除く）、ひたちなか市、茨城町、
大洗町、東海村、那珂市、常陸大宮市（旧
大宮町）、鉾田市（旧旭村、旧鉾田町）

県内全域 県内全域

対
象
事
業

過疎地域のうち市町村が定める過疎地域持
続的発展市町村計画において、産業振興促
進区域として定められている区域内及び事
業（①~④） ①製造業、②道路貨物運送業、③倉庫業、

④こん包業、⑤卸売業

本社機能を有する事務所又は研究所若しくは
研修所であって重要な役割を担う業務施設を
整備する事業〔注〕

〔注〕実施する事業について、事前に知事の事
業計画認定が必要です。認定申請の手続等に
ついては、県計画推進課（☎029-301-2072）
へお問合せください。

①製造業、②情報通信業、③運輸業、④卸売
業、⑤過疎地域で行う電気・ガス・熱供給業、
⑥情報通信技術利用業（コールセンター）、⑦
学術・開発研究機関、⑧旅館業、⑨植物工場、
⑩認定中心市街地又は第二種大規模小売店舗
立地法特例区域若しくは過疎地域における大
規模小売店舗で行う事業、⑪過疎地域で行う
農林水産物等販売業　等

①製造業、②農林水産物等販売業、③旅館
業、④情報サービス業等、⑤個人が行う畜
産業又は水産業（個人事業税の課税免除に
限る。）

増
加
従
業
者
数

の
要
件

無し ・製造業：無し
・製造業以外：15人超 増加見込数５人（中小企業者等は１人）以上

5人以上
○�雇用保険法の被保険者（短期雇用特例被
保険者及び日雇労働被保険者を除く）に限る。
○�公共的団体が造成した工業団地、県有地
又は過疎地域等の場合は、5人未満でも適用
対象となる（従業者数の増加を要しない）。

設
備
等
取
得
の
要
件
等

（1）�製造業、旅館業
事業の用に供する租税特別措置法（昭和32年
法律第26号）の特別償却を受ける設備で、（取
得又は制作若しくは増築、改築、修繕又は模
様替えのための工事による取得又は建設を含
む）取得価額の合計額が500万円以上（資本
金の額等が5,000万円超1億円以下は1,000万
円以上、資本金の額等が1億円超は2,000万円
以上とする）また、資本の額等が5,000万円超
の法人が行うものは、新増設に限る。）
（2）農林水産物等販売業、情報サービス業 等
事業の用に供する租税特別措置法（昭和32
年法律第26号）の特別償却を受ける設備で、
500万円以上
（2）�個人が行う畜産業又は水産業
事業を行った日数の合計が当該年の延べ労働
日数の1/3を超え、1/2以下であるもの

事業の用に供する設備等で、取得価額の合
計額が2,700万円を超えるもの

次の①及び②の要件を満たすもの

①令和８年（2026年）３月31日までに、
知事の事業計画認定を受け、その認定後３
年以内に当該事業の用に供する施設等を新
増設すること。

②事業の用に供する施設等で、取得価額の
合計額が3、800万円（中小企業者等は1、
900万円）以上であること。

無し

特
別
措
置
の
内
容

＜事業税＞
・�事務所等の新増設等に係る増加従業者数の
割合に応じて3年間の課税免除
・�畜産業又は水産業に係る個人事業税は5年
間の課税免除
＜不動産取得税＞
　事務所等の新増設に係る家屋及びその敷地
である土地（家屋の敷地面積部分）の取得に
対する課税免除
＜県が課する固定資産税＞
　事務所等の新増設に係る償却資産に対する
3年間の課税免除

下表のとおり税率を軽減

免除率

1年次 2年次 3年次

事業税 1/2 1/4 1/8

不動産取得税 9/10 ー ー

県が課する�
固定資産税 9/10 3/4 2/4

下表のとおり税率を軽減
○地域再生法認定事業者

免除率
1年次 2年次 3年次

事業税 1/2 1/2 1/2

不動産�
取得税

移転型 10/10 ー ー
拡充型 9/10 ー ー

○条例認定事業者

免除率
1年次 2年次 3年次

事業税 1/4 1/4 1/4
不動産取得税 1/2 ー ー

＜法人事業税＞
事務所等の新増設に係る増加従業者数の割
合に応じて3年間の課税免除
＜不動産取得税＞
事務所等の新増設に係る家屋及びその敷地を
含む一団の土地（事業活動が一区画を占めて
継続的に行われる事務所等の敷地）の取得に
対する課税免除

適用
期限 令和9年（2027年）3月31日まで 令和7年（2025年）3月31日まで 令和８年（2026年）３月31日まで 令和9年（2027年）3月31日まで

申
告
期
限

＜事業税＞　・法人事業税は原則事業年度終了の日から2月以内
　　　　　　　・個人事業税は当該年の3月15日

＜法人事業税＞
　原則事業年度終了の日から2月以内

＜不動産取得税＞　対象事業の用に供する土地、家屋の取得について、それぞれ取得した日から60日以内
＜県が課する固定資産税＞
　対象設備である償却資産を事業の用に供した日の属する年の翌年の1月31日 ー ー

○�特別措置に関する問合せ先（書類提出先）

県税事務所 担当課 税目 電話番号 県税事務所 担当課 税目 電話番号

水戸県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 029-221-4800

土浦県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 029-822-7212

課税第二課 不動産取得税 029-221-4820 課税第二課 不動産取得税 029-822-7216

常陸太田県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 0294-80-3311 土浦県税事務所　稲敷支所 事業税（法人・個人） 029-892-6111
課税第二課 不動産取得税 0294-80-3312

筑西県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 0296-24-9192

常陸太田県税事務所　高萩支所 事業税（法人・個人） 0293-22-2019 課税第二課 不動産取得税 0296-24-9197

行方県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 0299-72-0483 筑西県税事務所　境支所 事業税（法人・個人） 0280-87-1120
課税第二課 不動産取得税 0299-72-0773

※ 不動産取得税は、取得した不動産の所在地を管轄する県税事務所へお問い合わせ願います。
○�制度全般、その他の問合せ先　　茨城県総務部税務課賦課グループ　　電話 029-301-2429（直通）
○�茨城県税務課ホームページ「県税のホームページへようこそ」� https://www.pref.ibaraki.jp/somu/zeimu/kikaku/zeimu.html
※ 次のURLから各種申請・届出様式をダウンロードすることができます。� https://www.pref.ibaraki.jp/yoshiki/kurashi/tax/index.html



（第79号） （12）法　人　お　お　た

会
員
紹
介　

株
式
会
社
　
き
く
ち

１
９
６
５
年
創
業
、
２
０
０
４
年
に

先
代
の
跡
を
引
き
継
ぎ
今
年
が
20
年
目

の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

弊
社
の
看
板
商
品
と
も
い
え
る
「
ほ
っ

し
ぃ
～
も
」
で
は
、
ひ
た
ち
な
か
特
産

ほ
し
芋
を
「
茨
城
メ
ロ
ン
１
０
０
％
ア

イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
」
で
は
茨
城
産
の
赤

肉
メ
ロ
ン
を
使
用
す
る
な
ど
茨
城
な
ら

で
は
の
素
材
に
こ
だ
わ
り
、
商
品
を
作

り
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
菓
子
は
食
べ
る
た
め
だ
け
の
物
で

は
な
く
、
食
べ
る
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
向
上
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な

が
っ
て
、
心
の
空
腹
を
埋
め
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
後
の
栄

養
補
給
や
ア
ウ
ト
ド
ア
、
集
中
し
た

い
受
験
生
、
高
齢
者
ま
で
「
質
の
高

い
補
食
」
を
も
と
め
る
方
に
向
け

て
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
よ
う
か
ん

「A
C
T
IV
E
Y
Y
O
H
K
A
N

」
の
展
開
、
昨

今
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
て
長

期
保
存
可
能
な
防
災
関
連
商
品
の
開
発

な
ど
、
多
方
面
の
分
野
の
方
々
と
の
出

会
い
と
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
さ
ま

で
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

弊
社
が
掲
げ
る
「
お
菓
子
で
作
る
し

あ
わ
せ
と
平
和
な
世
界
」
と
い
う
大
き

な
目
標
に
む
か
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
し

あ
わ
せ
と
笑
顔
を
届
け
る
お
菓
子
を
作

り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

〒312ー0052�
ひたちなか市東石川3142ー5

代表取締役社長� 菊池　雅人

電話:029ー274ー2121

FAX:029ー272ー1161

ホームページ�
https://kikuchi-okashi.com/

会
員
紹
介　

磯
﨑
自
動
車
工
業
株
式
会
社

私
た
ち
磯
﨑
自
動
車
工
業
株
式
会
社

は
茨
城
県
に
6
店
舗
展
開
し
、
ひ
た
ち

な
か
市
柳
沢
に
本
社
構
え
て
お
り
ま

す
。
創
業
以
来
、ク
ル
マ
を
通
じ
て「
人
」

と
「
社
会
」
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ

れ
続
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て

お
り
ま
す
。当
社
は
新
車/

中
古
車
販
売
・

マ
ッ
ハ
車
検
・
点
検
・
修
理
・
保
険
か

ら
板
金
・
塗
装
ま
で
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
、
お
客
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
や
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
車

両
の
状
態
や
使
用
状
況
に
応
じ
た
最
適

な
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
常
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
ご

提
供
す
る
こ
と
に
努
め
、
丁
寧
か
つ
迅

速
な
対
応
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
地

域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
、
安
全
で

快
適
な
カ
ー
ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
磯
﨑
自

動
車
工
業
株
式
会
社
は
、
こ
れ
か
ら
も

お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、

皆
様
に
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
る

こ
と
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
自
動
車

に
関
す
る
お
悩
み
や
ご
相
談
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒312ー1231�
　ひたちなか市柳沢236ー2

代表取締役社長　　磯﨑�拓紀

電話:029ー263ー3245

FAX:029ー263ー4867

ホームページ�
　https://tax-isozaki.co.jp/
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情
報
過
剰
社
会
に 

振
り
回
さ
れ
て
い
る 

現
代
社
会
が
底
流
に

「
実
は
今
、
ち
ょ
っ
と
注
意
し
だ

け
で
、
い
き
な
り
『
辞
め
さ
せ
て

く
だ
さ
い
』
と
言
う
若
手
社
員
が

い
て
困
惑
し
て
い
ま
す
。
昔
は
こ

う
で
は
な
か
っ
た
は
ず
な
ん
で
す

け
ど
ね
」。
部
品
製
造
業
の
製
品

企
画
部
門
課
長
職
の
40
代
Ｓ
さ
ん

か
ら
、
若
い
世
代
対
応
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
た
際
の
愚
痴
の
よ
う

な
言
葉
に
注
目
し
ま
し
た
。
Ｓ

さ
ん
の
入
社
当
時
と
比
較
し
た
場

合
、
現
代
の
特
徴
は
①
技
術
の
高

度
化
・
細
分
化
に
よ
る
負
担
増
、

②
働
く
人
の
多
様
化
に
つ
い
て
い

け
な
い
制
度
や
文
化
、
③
人
材
流

動
性
の
高
ま
り
に
よ
る
転
職
ハ
ー

ド
ル
の
低
下
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
特
徴
で
、

誰
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
接
す

る
機
会
が
増
え
、
極
論
に
な
り
ま

す
が
、
振
り
回
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
背
景
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
他
者

の
評
価
を
気
に
す
る
人
も
増
え
て

い
ま
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
知
識

も
普
及
し
、
こ
こ
で
は
上
司
が
戸

惑
っ
て
若
い
部
下
と
の
会
話
に
も

遠
慮
が
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ル

チ
ャ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
、
と
言
え
ば
そ

れ
ま
で
で
す
が
、
離
職
者
が
増
え

る
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
。
上
司
と
部
下
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
こ
こ
で
は

上
司
側
の
考
え
と
対
応
の
仕
方
の

変
化
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

1
対
1
で 

ま
ず
3
つ
の
問
い
か
け
を 

試
み
て
み
ま
し
ょ
う

働
き
方
や
価
値
観
の
多
様
化
に

対
し
て
は
、
画
一
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
は
な
く
、
部
下
一
人
ひ
と

り
の
考
え
方
を
尊
重
す
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
過
度
に
恐
れ
て

部
下
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機

会
を
逸
し
て
し
ま
う
こ
と
は
好
ま

し
く
な
い
で
し
ょ
う
。
自
己
形
成

が
で
き
て
い
な
い
若
者
に
対
し
て

必
要
な
こ
と
は
、
上
司
に
よ
る
広

い
視
野
の
提
供
で
す
。
例
え
ば「
今

の
悩
み
も
５
年
後
は
大
し
た
こ
と

で
は
な
い
と
気
付
く
よ
」
と
教
え

ら
れ
る
の
も
上
司
で
す
。
１
対
１

で
の
対
話
が
大
事
で
、
次
の
３
つ

の
質
問
で
問
い
か
け
る
と
信
頼
関

係
が
築
き
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
仕
事
は
順
調
で
す
か
」・「
キ
ャ

リ
ア
は
順
調
で
す
か
」・「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
は
順
調
で
す
か
」

業
務
の
確
認
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
３
つ
を
混
ぜ
る
こ
と
で
、

部
下
は
今
や
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

の
成
長
、
キ
ャ
リ
ア
の
目
標
や
や

り
た
い
こ
と
に
気
づ
い
て
仕
事
へ

の
集
中
力
に
つ
な
が
る
こ
と
が
実

証
さ
れ
て
い
ま
す
。
離
職
し
た
い

と
い
う
考
え
は
遠
ざ
か
る
は
ず
で

す
。

人
や
自
然
と
の 

多
様
な
関
係
性
も
大
切
に

Ｗ
Ｂ
（
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
定
義
づ
け
る
こ

と
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人

が
感
じ
る
良
い
点
と
と
ら
え
て
く

だ
さ
い
。
人
生
の
不
安
が
少
な
い

人
の
共
通
点
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。
お
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

金
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
不
安
は
消

え
ま
せ
ん
。
そ
の
答
え
は
、
現
代

で
は
「
多
様
な
関
係
性
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
職
場
で
は
同
僚
や

上
司
と
の
関
係
、
そ
し
て
自
然
と

の
関
係
で
す
。
視
野
が
ゆ
っ
た
り

と
広
く
な
っ
た
感
じ
が
す
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
認
め
合
っ
た
上

で
、
部
下
に
①
「
今
の
あ
な
た
は

10
点
満
点
で
何
点
で
す
か
？
」、

②
「
５
年
後
は
何
点
と
思
い
ま
す

か
？
」
と
い
う
質
問
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
①
は
日
本
人
の
平
均

は
６
～
７
、
欧
米
で
は
８
～
９
で

す
。
②
は
日
本
人
も
８
点
以
上
に

な
り
ま
す
。
成
長
を
自
覚
し
、
将

来
に
希
望
が
あ
る
こ
と
が
、
上
司

と
の
語
り
合
い
で
自
覚
で
き
る
と

い
う
流
れ
で
す
。
ギ
ス
ギ
ス
し
な

い
対
話
を
ぜ
ひ
試
み
て
く
だ
さ

い
。
上
司
も
部
下
も
情
報
に
振
り

回
さ
れ
な
い
余
裕
が
必
要
で
す
。

〈
参
考
〉

堤
多
可
弘
氏
（
産
業
医
・
精
神

科
医
）・
石
川
善
樹
氏
（
予
防

医
学
者
）
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
と
著

書【
筆
者
紹
介
】

柏
木　

勇
一

�

（
か
し
わ
ぎ
・
ゆ
う
い
ち
）

大
学
卒
業
後
、
新
聞
社
勤

務
を
経
て
、
現
在
E
A
P

企
業
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
活
動
。
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
家
族
相
談
士
、

交
流
分
析
士
。

部
下
の
成
長
を
導
く
、
お
薦
め
の
質
問

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

柏
木　

勇
一
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無料インターネットセミナーのご活用を!!
（一社）太田法人会のホームページ（https://ohta-houjinkai.com/）からインターネットセミナーが、会員

は無料で受講できます。会社の研修会等で活用下さい。

①ホームページにアクセス☞ ②インターネットセミナーのバナーをクリック☞ ③画面右上のログインをクリック☞

④ログインID　hj0603 パスワード　0267　を入力☞ ⑤お好みのセミナーを選んでご聴講下さい。

−新会員ご紹介−

新規加入会員をご紹介いたします。（加入期間　令和６年１月１日～令和６年７月 31日）
� * 印は賛助会員

法 人 名 代 表 者 名 業　種 所　在　地 電 話 番 号

ひたちなか地区会

（株）�キ ョ ー リ ン 鈴木　勇輝 土木建築業 ひたちなか市稲田935 029-285-5263

（有）�横 須 賀 工 務 店 横須賀正人 建設業 ひたちなか市東石川3-987-7 029-272-6734

（有）�修 榮 シ ー ル 大畑　義仁 印刷業 ひたちなか市田彦1116-68 029-354-5678

（株）�テ ィ ー ・ エ イ ・ シ ー 髙橋　美紀 ソフトウェア業 ひたちなか市勝田中央10-7 029-229-2555

大宮地区会

（株）�と も え 橋本　真岐 建築業 常陸大宮市栄町3137-10 080-2342-4543

（有）�大 宮 ガ ス 飯田　正博 LPガス小売業 常陸大宮市南町278 0295-52-5299

東海地区会

（有）�信 栄 電 気 奈良岡　仁 電気工事業 那珂郡東海村白方36-3 029-282-3223

大子地区会

（株）�黒 田 り ん ご 園 黒田　恭正 観光リンゴ園 久慈郡大子町小生瀬4445 0295-76-0327

（株）�袴 田 工 務 店 袴田　伸助 土木工事業 久慈郡大子町上郷1346 0295-77-0155

* 賛助会員



（15） （第79号）法　人　お　お　た

？？？？ ？？？？

【作者紹介】
神谷一郎（かみや・いちろう）

右の絵と左の絵に7つの相違
点があります。見つかったら
ご応募下さい。
応募者の中から抽選により地
域特産品を進呈いたします。

1.�官製はがき又はメール、FAXにより、事業所名、住所、担当者、電話番号（連絡先）
及び回答を記入し応募して下さい。
2.�応募先:〒313-0061　常陸太田市中城町3210　商工会館別館
　　　　　　一般社団法人太田法人会
　　　　　　℡�0294-73-0267　FAX�0294-73-0679　E-mail:info@ohta-houjinkai.com
3.�締切り:10月31日必着　4.発表:法人会ホームページ　https://ohta-houjinkai.com
※当選者は、本会会員に限らせていただきますので、ご了承下さい。

応募方法
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茨城支店
〒310-0805　茨城県水戸市中央2-6-29AIG水戸ビル６F

TEL.029-224-5505　FAX.029-227-1510

水戸支社 〒310-0026 茨城県水戸市泉町1-2-4水戸泉町第一生命ビル 3F
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